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経

済

発

展

と

貿

易
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数
量
分
析
と
構
造
分
析

l
i

松

チド

清

問

題

σ〉

所

在

ケ
イ

y
ズ
経
済
学
以
後
に
お
け
る
国
民
所
得
分
析
の
発
達
が
、
貿
易
論
に
も
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

古
い
伝
統
的
理
論
が
取
扱
い
え
左
か
っ
た
、
経
済
発
展
と
貿
易
の
関
係
の
問
題
も
モ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
己
う
し
た
問
脳
の
研
究

が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
解
決
し
友
け
れ
ば
た
b
な
い
新
し
い
問
題
も
う
ま
れ
て
き
た
。
例
え
ば
国
民
所
得
分
析
を
、
伝
統
的
理
論
で
あ

る
価
格
分
析
(
比
較
生
産
費
説
、
国
際
価
値
諭
な
E
〕
と
、
ど
の
よ
う
に
調
和
し
、
経
済
発
展
を
統
一
的
に
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
な
ど
、

も
っ
と
も
重
要
な
も
の

ω
一
つ
で
あ
る
。

ρ

ロ
ッ
ド
教
授
を
例
に
と
っ
て
と

ω
点
を
明
b
か
に
し
よ
う
。

を
決
定
す
る
ニ
ヲ
白
支
配
的
原
則
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
モ
白
三
つ

ω
原
則
は
、
た
だ
併
列
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
周
知

ω
よ

ハ
ロ
ッ
ド
が
、
輸
出
成
長
率

う
に
、
三
つ
り
原
則
と
は
左

ω通
り
で
あ
る

一
国
の
経
済
成
長
率
が
、
外
国
全
体
の
成
長
率
よ
り
も
小
で
あ
る
と
き
に
は
、
他
山
条
件
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
輸
出
超
過
が
生
ず

る。

経
済
発
展
と
貿
易

第
入
十
五
巻

第

号



経
済
黒
炭
と
質
晶

第
人
十
五
巻

第

号

一
一
、
も
し
一
国
で
、
比
較
的
優
位
に
あ
る
生
誕
物

ω
一
人
当
り
の
生
産
量
(
生
産
性
)

の
成
長
率
が
、

そ
の
国
の
所
得
成
長
率
よ
り
大

で
あ
れ
ば
、
出
超
傾
向
が
う
ま
れ
る

三
、
生
援
要
素
に
た
い
す
る
報
酬
を
貿
易
品
で
計
っ
た
実
質
報
酬
率
の
成
長
半
が
、

一
人
当
り
生
産
量
(
生
産
性
)

の
成
長
率
よ
り
小

さ
い
た
ら
は
、
モ
の
国
白
商
品
白
コ
ス
ト
は
下
り
、
出
超
傾
向
が
生
れ
る
。

こ
白
場
合
、
第
二
原
則
が
い
わ
ゆ
る
比
較
生
産
費
説
と
関
連
す
る
己
と
は

ハ
ロ
ッ
ド
自
身
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
こ
白
第
一
原
則
と
第
二
原
則
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
る
か
。
第
一
原
則
に
し
た
が
う
と
、

一
国
の
経
済
発
展
が
早
い
場
合
に

は
、
入
超
傾
向
が
う
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
発
肢
が
早
い
場
合
に
は
、
労
働
の
生
産
性
の
上
昇
も
早
〈
、
さ
ら
に
比
較
的

優
位
に
あ
る
部
門
の
生
産
性
が
、
一
層
早
く
上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
が
ち
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
二
原
則
に
し
た
が
う

と
、
己
の
傾
向
は
、
そ
の
国
に
対
し
て
出
超
傾
向
を
も
た
ら
す
。
同
じ
経
済
発
展
が
、

一
方
に
入
超
傾
向
を
、
他
方
に
出
超
傾
向
を
生

む
よ
う
に
作
用
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
白
二
つ
の
傾
向
白
、
い
ず
れ
が
決
定
的
と
な
る
か
は
、
経
済
発
肢
の
具
体
的
な
諸
条
件

に
よ
ヮ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
在
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
モ
の
よ
う
在
具
体
的
話
条
件
を
も
含
み
う
る
よ

う
な
経
済
発
展
の
理
論
を
必
要
と
す
る
。
日
本
経
済
白
発
展
と
貿
易
白
関
係
に
つ
悼
て
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
づ
提
起
し
た
い
問
題
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
で
あ
り
、
藤
井
茂
教
授
の
残
さ
れ
た
仕
事
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
提
起
し
た
い
問
題
は
、
そ
う
し
た
経
済
発
展
の
な
か
に
生
れ
る
諸
々
の
一
平
均
等
、
ギ
v
ッ
プ
と
貿
易
の
関
係
で
あ
る
。
ハ
ロ

ッ
ド
は
モ
の
第
二
原
則
に
ゐ
い
て
、
生
産
部
門
聞
の
発
展
の
一
平
均
等
に
つ
い
て
、
第
三
原
則
に
・
お
い
て
は
、
生
産
と
所
得
の
発
展
の
不

均
等
に
つ
い
て
言
及
し

τい
る
が
、
モ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仮
定
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
在
い
U

資
本
主
義
的
な
経
済
発
展
の



H至却fK Q~ .çミ V ~8 吋"'~ド号電排出~Lft;浪士~~νγト日長 AJ 主 "'''111旺輔自国..) S， 1'ílK千J8 里自信t!め吋ぬ石ν~~主。記長

&， ~且ぶ下ム割程品dITI 十+8 単品)$~担!ê; 8 ~里駅ピ時νt!骨吋小AJ←トQ -\J制'パ，' 8割f霊堂 l れ日盛時以わ相時」日"，0 議医=

モ也fu昨立"w8 ~~~ト由摺証~\-，Icl~会d à\心-R記Jν -i<i""" 5，制 1¥出108程司トピペ長)J，もぷ5， 0

11 撰悲54苦悩時..1J~軍司 t高山静

制\1話題宇~~器製白老空軍事勺:u ~，;Jf，Ji.訓示b斗小。

所得成長率与輸出成長率

i国民所得成長率| アメリカ |輸出成長率
1875-82 ~1878-87 (明8-15~1l-20) 7.5 (~ ) 8.23 

2 1878-87 ~1883-92 (明11-20~16-25) 3.6 (3.4) 9.08 

3 1883-92 ~1888-97 (明16-25~21ー加〉 3.7 {2.7) 1.66 

4 1888-97 ~1893ー1旬2(明21 叩~26-35) 2.9 (2.9) 6.84 

5 i 1893-:902~1898-1907(明26-35~31-40) 1.1 (2.3) 6.62 

6 1898ー:9口7~1903-12 (明31-40~36一大 1 ) 1.9 (2.4) 4.26 

7 1903-12 ~1908-17 (明36一大，~壮大 6 ) 3.3 (3.1) 8.22 

8 1908一一7 ~1913-32 (明41 大 6~2 ー11) 3.5 (3.2) 2.3 4.80 

9 1913-22 ~1918-27 (大 2-11~大 7 昭 2) 5.0 (4.1) 2.8 1.90 

10 1918-27 ~19幻 32(大 7一昭 2~大12一昭 7) 4.5 (3.7) 4.8 3.32 

11 1923-32 ~1928-37 (大12 昭 7~昭 3-12) 3.9 (3.7) 4.1 5.63 

12 1928-37 ~1933-42 (昭3-12.~昭 9 ー17) 3.8 (3.8) ~0.5 0.43 

2起区開盛-'J臨時 時〈十同制 111 結 1n:tl' 111 
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四

教
授
自
身
己
と
わ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
右
は
山
閉
雄
三
教
授
の
「
日
本
国
民
所
得
推
計
資
料
」
の
計
算
を
も
と
に
し
、
モ
れ
に
若

干
の
修
正
を
加
え
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
原
資
料
に
若
干
の
修
止
を
加
え
た
時
系
列
に
つ
い
て
、
五
ヶ
年
ず
つ
重
ね

合
わ
せ
た
一

0
ヶ
年
平
均
白
計
数
を
作
り
(
一
九
二
八
三
二
年
の
五
ヶ
年
平
均
の
価
格
で
ブ
プ
レ
ー
ト
し
た
上
で
)
、
モ
の
資
料
に
つ

い
て
一

0
ヶ
年
平
均
の
成
長
率
を
計
算
し
、
さ

b
に
モ
れ
を
年
成
長
率
に
換
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
国
民
所
得
成
長
率
の
数
字

中
括
こ
内
の
も
白
は
、
山
田
舵
計
を
修
正
し
て
作
ら
れ
た
大
川
教
授
の
数
字
で
あ
る
。
そ
の
大
川
教
授
の
数
字
に
よ
る
と
、

一
九
0
0

年
以
降
国
民
所
得
成
長
率
は
ほ
ぼ
三
・
七
%
と
な
っ
て
治
り
、
こ
れ
に
比
較
す
る
と
藤
井
教
援
の
数
字
は
、
や
や
向
く
な
っ
て
い
る
。

さ
b
に
コ

l
リ
γ
・
ク
ラ

l
グ
の
数
字
に
よ
る
と
‘

一
九

0
=一
年
以
降
、
成
長
率
は
、
最
小
で
五
・
四
%
、
最
大
で
占
・
包
%
と
な
っ

て
悼
る
。
国
民
所
得
統
計
そ
の
も
白
が
不
正
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
埋
由
で
あ
ろ
う
が
、
三
教
授
の
成
長
率
に
か
ん
す
る
推
計
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
ヲ
て
お
り
、
モ
の
う
ち
ど
れ
が
真
に
日
本
の
経
済
発
展
を
正
し
〈
示
し
て
い
る
か
は
、
に
わ
か
に
判
定
し
が
た
い
。
わ

た
く
し
の
考
で
は
、
こ
ろ
し
た
数
字
白
み
に
よ
っ
て
は
、
経
済
発
展
を
正
し
〈
つ
か
み
う
る
も
mw
で
た
く
、
そ
う
し
た
数
量
的
分
析
と

と
も
陀
、
経
済
構
造
に
お
け
る
質
的
発
展
の
構
造
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
る
。

¥r> 

ま
か
り
に
藤
井
教
授
の
数
字
を
例
に
と
っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
れ
て
く
る
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
国
民
所
得
成
長
率
の
数
字
が
え
ら
れ
る
第
八
期
(
明
四
一
l

大
一
一
)
お
よ
び
、
第
九
期
を
例
に
と
っ
て
今
る
と
、
ア
メ

リ
カ
の
成
長
率
位
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
初
、
一
了
八
M

初
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
成
長
率
は
三
・
五
%
、
五
%
と
友
っ
て
い
る
。
同
ド

ず
れ
も
日
本
の
成
長
率
の
方
が
大
で
、
己
白
こ
と
は
、
他
的
条
件
を
同
一
と
す
る
左
ら
ば
、
日
本
白
輸
入
に
有
利
に
、
輸
出
に
不
利
に

作
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。
事
実
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
、
大
正
四
、
五
、
六
、
七
年
の
四
ヶ
年
間
を
の
ぞ
い
て
、
己
の
期
間
は
す
へ
て



入
超
と
な
っ

τ
い
る
の
で
あ
る
。
己
れ
に
対
し
て
輸
出
白
成
長
率
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
鈍
化
し
て
い
る
o

第
七
期
に
お
い
て
も

八
・
一
ご
↓
併
と
い
う
呉
市
に
大
き
な
輸
出
成
長
率
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
八
期
に
は
、
四
八
O
%
と
低
下
し
、
さ
ら
に
第
九
期
に
な

る
と
、
己
れ
が
一
・
九
O
%
と
な
っ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
の
は
、
輪
山
成
長
率
L
国
民
所
得
成
長
率
白
比
較
で
あ
る
。
第
八
期
に
治

hv

℃
は
、
輸
出
成
長
率
四
・
八
%
、
国
民
所
得
成
長
率
二
・
五
%
で
あ
り
、
輸
出
成
長
率
の
方
が
大
で
あ
る
が
、
第
九
期
に
い
た
る
と
、

輸
出
成
長
率
一

-
九
%
、
国
民
所
得
成
長
率
五
%
と
な

p
、
国
民
所
得
成
長
率
の
方
が
は
る
か
に
大
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
経
済

発
展
」
の
著
者
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
教
授
の
提
出
し
て
い
る
数
字
は
、
こ
れ
と
別
の
接
近
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、
同
じ
事
実
に
立
脚
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
ロ
y

ク
ツ
ッ
T

教
授
は
、
大
正
九
年
か
ら
大
正
十
三
年
の
五
ヶ
年
問
、
大
正
十
四
年
か

b
昭
和
四
年
の
五
ヶ
年
問
、
工

業
品
輸
出
と
工
業
生
産
の
成
長
を
考
察
し
て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
か

b
大
正
三
年
の
五
ヶ
年
同
士

-
0
0と
す
る
と
、
大
正
九
年
に

は
じ
ま
る
五
ヶ
年
聞
の
数
字
は
、
工
業
品
輸
出
一
五
七
、
工
業
生
産
二
一
七
、
大
正
十
四
年
に
は
じ
ま
る
五
ヶ
年
聞
の
数
字
は
、
工
業

品
輸
出
二
五
一
一
、
工
業
生
産
三
一
三
と
な
っ
亡
W
る。

藤
井
教
授
の
計
算
に
お
け
る
第
ん
期
、
す
左
わ
ち
大
正
二
年
か
ら
昭
和
二
年
に
至
る
十
五
年
間
と
、

ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
教
授
の
大
E
九

年
か
ら
昭
和
四
年
目
十
ヶ
年
間
と
に
は
、
共
通
し
た
九
ヶ
年
聞
を
含
ん
で
い
る
。
両
教
授
の
数
字
の
取
扱
い
方
は
、

率
と
輸
出
成
長
率
白
対
比
で
あ
り
、
他
方
は
工
業
生
産
成
長
率
と
工
業
製
品
輸
出
成
長
率
の
対
比
で
あ
コ
て
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い

一
方
は
所
得
成
長

が
、
い
ず
れ
も
モ
む
期
間
に
hs
い

ι、
国
内
市
場
白
成
長
の
方
が
、
外
国
市
場
の
成
長
よ
り
も
テ
ム
ポ
が
早
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
乙
白
事
実
は
、
き
わ
め
亡
重
要
で
あ
る
。

ロ
ヅ
グ
ウ
ッ
ド
教
授
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
は
、
日
本
資

本
主
義
白
発
展
に
お
い
て
外
国
市
場
の
重
要
性
を
強
調
「
る
の
余
り
、
園
内
市
場
の
発
展
を
軽
視
し
が
ち
で
あ
ヲ
た
か

b
で
あ
る
。
し

か
し
国
民
所
得
分
析
で
は
、
こ
れ
以
と
立
入
フ
た
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
そ
う
し
た
発
展
の
な
か
に
存
在
す
る
矛

締
請
発
肢
と
貿
品

第
八
十
五
巻

互王

第
一
号

五



経
済
発
展
之
副
片
品

第
八
十
五
巻

第
一
門
勺

ー」/、

盾
を
分
析
す
る
己

ιは
で
き
な
い
。
モ
の
理
論
の
な
か
に
経
済
構
造
論
が
含
士
れ
え
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
い
ま
少
し
く
立
い
ろ
う
。
既
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

τ
い
る
よ
う
に
、
山
田
救
援
の
「
日
本
資
本
主
義
分
析
」
白
方
法
に

よ
る
と
、
明
治
二
、
三
卜
年
代
に
確
立
せ

b
れ
た
日
本
資
本
主
義
の
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
大
正
年
代
に
ま
で
持
越
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
、

高
縮
小
判
料
と
低
賃
金
と
の
相
互
規
定
と
い
う
資
本
主
義
と
地
主
的
土
地
所
有
と
の
提
携
方
式
、
国
内
市
場
の
狭
障
と
高
度
白
外
国
貿

易
依
存
性
は
、
大
正
年
代
に
治
け
る
い
も
ぢ
る
し
い
経
済
発
展
に
も
拘
b
ず
、
な
に

b
変
化
を
蒙
ら
な
い
。
し
か
し
事
実
に
忠
実
で
あ

る
も
の
は
、
大

E
年
代
に
治
こ
な
わ
れ
た
工
業
白
発
展
と
、
モ
れ
に
伴
う
農
業
の
発
展
、
農
民
分
解
に
よ
る
国
内
市
場
心
拡
大
に
目
を

お
お
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
発
展
に
も
拘
b
ず
、
依
然
と
し
て
独
占
資
本
と
地
主
的
土
地
所
有
の
提
携
が
保
持
さ
れ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
白
内
容
は
必
b
ず
や
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
白
点
は
戦
後
少
数
の
人
々
に
よ
っ
て
早
く
指
摘

せ
ら
れ
℃
W
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
故
栗
原
百
寿
氏
の
仕
事
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
資
本
主
義
は
第
一
次
世
界
戦
の
も
と
で
空
前
白
躍
進
を
と
げ
、
輸
出
産
業
わ
よ
び
重
工
業
を
巾
心
と
す
る
熱

病
的
た
灯
景
気
の
一
間
近
士
つ
う
じ
て
独
占
資
本
が
急
速
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
己
の
日
本
資
木
主
義
の
量
的
お
よ
び
質
的
左
躍
進
は

必
然
的
に
農
業
に
た
悼
し
て
も
作
用
を
お
よ
ぼ
し
、
日
本
農
業
ー
は
己
の
期
間
を
つ
う
じ
て
好
景
気
に
め
ぐ
士
れ
、
顕
著
な
発
展
を
と
げ

た
白
で
あ
る
。
す
左
わ
ち
日
本
農
業
は
第
一
次
世
界
戦
勃
発
白
大
正
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
は
米
仰
を
中
心
と
す
る
農
産
物
価
格
の

低
落
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
沈
滞
主
余
儀
た
く
古
れ
た
が
、
大
正
五
年
後
半
か

b
よ
う
や
く
米
価
好
転
し
、
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
未

曾
有
の
好
況
を
経
験
す
る
に
い
た
ヲ
た
。
突
に
大
正
六
年
は
白
木
農
業
発
展
史
上
に
一
時
期
を
到
し
て
い
る
年
で
あ
っ
て
、
乙
白
?
を

劃
期
と
し
て
農
家
構
成
政
自
小
作
中
農
化
傾
向
が
木
格
酌
に
確
立
し
、
農
民
的
土
地
所
有
は
興
隆
傾
向
に
転
じ
、
労
働
生
産
力
は
は
じ

め
て
米
作
に
あ
て
て
も
上
向
線
に
転
化
し
、
産
業
組
合
で
も
購
販
売
事
業
と
も
躍
進
し
貯
金
が
は
じ
め
て
貸
出
金
世
上
廻
る
に
い
た
っ



Tこ
i二"わ
た
し
く
自
身
が
、

「
日
本
貿
易
諭
」
に
沿
い
て
輸
出
中
小
工
業
に
つ
い
て
友
し
た
研
究
も
同
一
方
向
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
明
治
末
年
か
ら
大
正
年
代
に
か
け
て
沿
こ
っ
た
中
小
工
業
の
発
展
は
、
問
屋
資
本
に
よ
る
中
小
ド
ム
業
支
配
と
い
う
形
式
を
ゆ
り
う
ご

か
し
て
い
る
。
モ
し

τ己
の
工
う
な
巾
小
工
業
白
発
展
は
、
新
し
W
階
級
分
化
を
よ
び
、
独
占
資
本
と
直
接
に
対
立
す
る
。

「右

ω
よ

う
な
巨
大
独
占
資
本
の
独
占
化
傾
向
に
対
し
、
他
方
に
は
中
小
織
布
業
者
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
矛
盾
は
綿
糸
輸
入
関

税
撤
廃
を
め
ぐ
る
運
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
紡
績
業
者
は
悶
内
の
綿
糸
生
産
に
治
け
る
独
占
的
利
潤
を
確
保
す
る
た
め
に
綿
糸
輸

入
関
税
の
維
持
を
主
張
し
、
綿
糸
消
費
者
で
あ
る
中
小
織
布
業
者
と
メ
リ
ヤ
ス
業
者
は
、
綿
糸
輸
入
関
税
の
撤
廃
を
主
振
し
た
の
で
あ

る。」栗
原
氏
は
自
小
作
農
民
の
中
農
化
、
わ
た
く
し
は
中
小
工
業
の
工
場
工
業
化
と
い
う
経
済
構
造
変
化
の
う
ち
に
、
国
内
市
場
拡
大
の

基
礎
士
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
藤
井
教
授
が
示
さ
れ
た
数
字
の
な
か
で
、
輸
出
成
長
率
白
テ
ム
ポ
を
国
民
所
得
成
長
率

の
テ
ム
ポ
が
追
い
越
し
て
い
る
の
は
、
己
の
よ
う
左
現
実
の
数
量
的
表
現
に
ほ
か
を

b
な
い
。
け
れ
ど
も
数
宜
的
分
析
だ
け
を
以
て
し

て
は
、
経
済
発
展
の
具
体
的
社
分
析
と
は
左
り
え
左
い
で
あ
ろ
う
。
一
栗
原
氏
や
わ
た
く
し
の
お
こ
な
づ
た
よ
う
な
構
造
分
析
を
基
礎
に

し
た
F
宜
、
は
じ
め
て
数
盆
分
析
は
、
モ

D
E
し
い
位
置
づ
け
か
ι

あ
た
え
ら
れ
る
の
で
は
た
い
で
あ
ろ
う
か
。

(3) (2) (1) 

藤
井
茂
「
経
済
発
展
と
貿
易
政
策
」
(
国
元
書
房
〉
二
一
一
円
一
頁
。

栗
原
百
寿
「
良
業
危
機
の
成
立
と
発
民
」
下
(
日
本
苛
国
主
義
講
座
)
六
=
一
六
凹
頁
。

松
井
市
「
口
本
貿
易
前
」
(
有
斐
閣
)
一
一
一
一
頁
。

経
済
発
展
と
貿
易

第
八
十
主
巻
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一
号

/に

大
正
午
代
に
ゐ
け
る
国
内
市
場
拡
大
の
他
の
一
聞
は
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
実
質
賃
金
の
上
昇
で
あ
る
。
こ
れ
は
篠
原

一
九
三

O
年
以
前
に
は
、

ー
小
島
論
争
に
沿
い
て
、
小
島
助
教
授
の
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
助
教
授
は
、
梅
村
教
授
の
作
製
さ
れ
た
表
を
引
用
し
な
が
ら
、

め
て
も
、

一
九
三
ニ
一
七
年
の
期
間
工
業
の
実
質
賃
金
が
、
モ
の
労
働
生
産
性
を
若
干
下
廻
っ
た
と
い
う
己
と
を
認

一
般
的
に
い
っ
て
、
実
質
賃
金
は
労
働
生
産
性
と
子
行
し
て
上
井
し
た
と
と
を
強
一
4

制
さ
れ
る
。
ま
た
直
接
の
論
敵
で
あ
る
篠

原
助
教
援
の
著
書
か
ら
一
引
崩
し
て
、
左
の
よ
う
段
数
字
を
問
題
と
さ
れ
る
。

一一一九一一山口日¥一

刑
口
明
引
引
引
引
叫
引
引
引
引
引
引
一

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
九
二

O
年
以
降

労
働
生
産
性
も
実
質
賃
金
も
平
行
し
て

上
昇
し
て
い
る
。

さ
て
こ
の
場
合
、
日
本
に
沿
け
る
実

質
賃
金
が
上
昇
し
た
と
と
は
た
し
か
で

あ
る
に
し
て
も
、
国
際
的
に
み
て
ど
う

昇
が
お
こ
在
わ
れ
る
と
き
は
、
同
時
に
圃
際
的
に
も
同
様
の
こ
と
が
ゐ
こ
た
わ
れ
る
こ
と
は
、
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
あ
り
う
る
こ

な
の
で
あ
る
か
G

一
同
で
生
産
性
白
上

あ
ろ
う
。
己
臼
点
に
つ
い
て
わ
た
く
し
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

と
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
国
際
酌
に
み
て
、
日
本
は
依
然
と

L
て
明
治
以
後
の
低
賃
金
の
固
と
い
わ
れ
ね
ば
な

bφ
な
い
で

「
大
正
年
代
に
は
い
る
と
、
生
産
性
心
向
上



が
お
こ
な
わ
れ
、
農
民
の
生
活
水
準
も
賃
金
も
か
な
り
引
上
げ

b
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
b
ず
、
な
ぜ
低
米
価
で
あ

p
、
低
賃

金
で
あ
る
と
い
い
う
る
臼
か
、
園
内
市
場
が
拡
大
さ
れ
て
お
り
左
が

b
、
な
に
ゆ
え
貿
易
の
肱
大
を
必
要
と
し
た
白
か
、
こ
れ
ら
む
問

題
を
も
ワ
と
具
体
的
に
論
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
九
。
」
小
島
助
教
授
は
、
残
念
左
が

b
、
賃
金
の
同
際
的
比
較
を
理
論
的
に
断
念
さ
れ

て
い
る
エ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
助
教
師
恨
の
見
解
は
、
そ
の
著
書
の
ど
こ
か

b
で
も
山
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
一
般
的
低
賃
金
諭

が
誤

U
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
も
し
日
木
白
賃
金
が
一
般
的
に
先
進
国
に
比
ベ
て
低
い
か

b
輸
出
が
伸
び
る
と
い
〉
つ
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
の
生
産
す
る
す
ベ
て
の
商
品
が
輸
出
で
き
、
何
も
輸
入
し
た
く
た
る
で
あ
ろ
う
。
モ
れ
は
す
で
に
述
ベ
た
よ
う
に
、
為
替
相

場
が
著
し
く
円
安
で
あ
る
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
で
は
な
く
し
て
、
日
本
の
賃
金
は
確
か
に
一
般
的
に
低
い
が
、
あ
る
商
品

は
輸
出
で
ふ
さ
、
他
山
商
品
は
割
高
で
輸
入
し
た
方
が
よ
悼
の
で
あ
る
。
ま
た
y
メ
リ
カ
は
確
か
に
一
般
的
高
賃
金
で
あ
る
が
、
す
ベ

τ

白
商
品
を
輸
入
す
る
わ
け
で
な
く
、
あ
る
商
品
に
わ
い
て
は
高
賃
金
で
あ
る
に
も
か
か
わ

b
ず
、
国
際
競
争
力
は
強
い
白
で
あ
る
。
」
す

で
に
他
心
機
会
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
、
5

乙
の
見
解
は
正
し
い
と
思
わ
れ
な
い
。

一
般
的
低
賃
金
の
場
合
で
も
、
各
産
業
部
門
に
生
産
性

の
格
差
が
あ
れ
ば
、
生
産
性
心
比
較
的
に
高
い
部
門
が
輸
出
産
業
と
な
る
に
反
し
、
生
産
性
白
比
較
的
に
低
い
部
門
は
、
安
価
な
外
国

品
目
輸
入
に
よ
っ
て
う
ち
ま
か
さ
れ
る
。
一
般
的
高
賃
金
の
国
で
も
、
同
様
に
生
産
性
の
高
い
部
門
の
商
品
は
輸
出
さ
れ
る
。
比
較
生
産

費
説
は
、
こ
の
点
在
明
b
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

ω
で
あ
る
。
リ
カ
I
ド
以
後
の
解
説
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
賃
金
の
国
際
比
較
の
問
題

は
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

τ
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
学
問
的
左
傾
向
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
事
実
白
存
在
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。

• 

モ
れ
で
は
賃
金

ω国
際
的
批
判
差
を
ど
白
よ
う
に
し
て
測
定
す
る
か
。
貨
幣
賃
金
主
為
替
相
場
で
換
算
し
、
こ
れ
を
比
較
す
る
己
と
で

十
分
で
な
い
こ
と
は
明
b
か
で
あ
る
。
低
い
貨
幣
賃
金
の
国
は
、
低
生
産
性
白
園
、
高
い
貨
幣
賃
金
の
国
は
、
高
生
産
性
の
国
で
あ
り
、

前
者
に
沿
い
て
は
物
価
が
低
く
、
後
者
に
沿
M
V

て
は
物
価
高
い
か
、
口
、
貨
幣
賃
金
の
ち
が
い
は
、
必

b
ず
し
も
実
質
賃
金
の
ち
が
い
主

経
済
発
展
と
貿
晶

第
人
十
五
巻

九
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一
号
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同
与
し
て
は
い
な
円
。
実
質
賃
金
白
国
際
比
較
を
し
よ
う
と
思
え
ば
、
貨
幣
賃
金
白
比
較
と
と
も
に
、
物
価
白
比
較
を
お
こ
な
う
乙
と

が
必
要
と
な
A
ノ
う
。
し
か
し
い
ま
一
つ
白
接
近
白
方
法
が
あ
る
。
モ
れ
は
剰
余
価
値
率
ま
た
は
分
配
率
白
国
際
比
較
を
お
と
な
う
己
と

で
あ
る
。
国
際
的
に
み

τ労
働
生
産
性
が
ほ
ぼ
平
行
し
℃
上
昇
す
る
場
合
で
も
、

一
国
白
労
働
者
白
分
配
率
が
低
H
場
合
に
は
、
そ
白

国
は
依
然
と
し
て
低
い
実
質
賃
金
白
国
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
賃
金
の
国
際
的
比
較
と
い
う
問
題
に
、
剰
余
価
値
率
ま

• 

た
は
分
配
率
山
国
際
的
比
較
か
ら
陰
近
し
上
う
と
し
た
む
が
篠
原
助
教
授
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
前
に
篠
原

l
小
島
論
争
に
言
及
し
た

と
空
、
乙
の
点
に
触
れ
な
か
っ
た
た
の
は
、
た
し
か
に
不
十
分
で
あ
り
、
い
ま
改
め
て
乙
れ
を
取
上
げ
た
い
。
小
島
氏
に
対
し
て
賃
金

の
国
際
比
較
臼
必
要
性
主
主
張
さ
れ
る
篠
原
助
教
授
の
説
に
は
建
設
的
な
問
題
が
含
士
れ
て
い
る
。

守
ま
で
も
た
〈
剰
余
価
値
率
と
分
配
率
と
は
別
の
概
念
で
あ
る
。
剰
余
価
値
率

T
4分
配
率
、
日
比
引
で
あ
そ
、

条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
剰
余
価
値
率
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
分
配
率
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
低
賃
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
篠
原
則

教
授
は
、
山
田
雄
三
教
授
臼
デ
ー
タ
に
基
い
て
、
わ
が
国
の
剰
余
価
値
率
、
分
配
率
を
次
臼
よ
う
に
計
算
し
て
お
b
れ
仇
。

他
の



さ
て
こ
の
数
字
か
ら
み
る
と
、
一
九
一
九
(
大
正
八
年
〉
以
降
、
日
本
工
業
に
お
け
る
分
配
率
は
、
大
体
に
お
い
て
上
昇
の
傾
向
を
辿

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
時
期
に
日
本
心
園
内
市
場
が
拡
大
L
た
と

whつ
こ
と
は
、
篠
原
則
救
援
の
用
志
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
も
H
H

う
る
の
で
あ
り
、

己
の
点
で
は
小
島
助
教
援
の
主
張
と
対
立
す
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
篠
原
助
教
授
を
小
島

助
教
授
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
、
分
配
率
の
国
際
比
較
を
媒
介
と
し
て
日
本
の
低
賃
金
セ
主
張
さ
れ
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。
右
の
表

に
よ
る
と
、
日
本
工
業
に
お
け
る
分
配
率
は
、
一
九
=
二
年
(
昭
和
六
年
)
か
ら
次
第
に
下
降
む
傾
向
を
辿
っ
て
b
h
y
、
生
産
と
所
得
白

ギ
ヤ
ヅ
プ
は
拡
大
し
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
趨
勢
と
し
て
い
い
う
る
こ
と
は
、
昭
和
五
年
ま
で
は
、
分
配
率
は
か
な
り

高
〈
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
ち
ぢ
ま
ヮ
て
い
る
に
対
し
、
昭
和
五
年
以
降
分
配
率
が
低
下
し
、
ギ
ヤ
ヅ
プ
は
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
昭
和
五
年
以
降
の
日
本
の
低
賃
金
は
誰
の
日
に
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

b
、
篠
原
坊
教
授
は
、
分
阻
率
が
低
下
傾
向
を

み
せ
る
直
前
D

一
九
二
九
年
に
つ
い
て
、
日
米
白
国
際
比
較
を
や
っ
て
治
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
賃
金
の
分
配
率
は
、
各
産
業
に
よ
っ
て
ち
が
う
が
、

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
い
い
う
る
こ
と
は
、

h
T

は
り
日
疋
の

賃
金
率
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
低
か
っ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

以
上
で
篠
原
nH
小
島
論
争
に
つ
い
て
、
か
つ
て
論
及
し
た
か
っ
た
論
点
主
取
上
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
分
配
率
の
国
際
的
比
較
を
通

じ
て
、
日
本
の
低
賃
金
主
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
、
わ
た
く
し
は
篠
原
助
教
授
に
賛
成
し
た
い
。
従
来
白
日
本
資
本
主
義
研
究
者
た
ち

が
、
論
証
左
し
に
、
或
い
は
簡
単
た
挙
一
証
に
基
い
て
日
本
の
低
賃
金
を
云
々
し
て
い
た
白
に
対
し
て
、
篠
原
助
教
授
の
行
っ
た
数
量
的

分
析
は
、
た
し
か
に
一
つ
の
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
も
む
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
大

E
年
代
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か

け
て
行
わ
れ
た
経
済
発
展
が
、
同
内
市
場
を
拡
大
し
た
に
杓
ら
ず
、
昭
和
五
年
以
降
、
再
び
こ
れ
が
狭
院
化
し
、
労
働
者
の
分
配
率
を

低
下
し
た
事
実
。
モ
の
た
め
低
賃
金
を
武
器
K
ダ
ン
ピ
ン
グ
政
策
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
3

た
と
い
う
事
実
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
果
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食品 40.0"，"日 2-も 29.0% 26.9% 

l繊 維 25.5 35.9 44.7 42.0 

製材 23.7 71.2 55.8 47.0 

印刷田製本 40.5 43.2 70.9 加 5

化学 38.2 15.6 札 6 且8

築業 44.3 34.1 66.3 41.8 

金属 30.8 33.6 41.1 41.4 

機械 62.2 28.0 51.8 43.2 

製造 L 業 34.7 27.8 45.4 36.5 
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し
て
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
取
上
げ
た
藤
井
教
授
の
数
字

を
み
る
と
、
第
十
一
期
す
な
わ
ち
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
十
二
年
の
十
五
年
聞
は
、

国
内
所
得
成
長
率
二
了
九
%
、
輸
出
成
長
率
五
・
六
三
%
と
な
ッ
て
お
り
、
再
び
園

内
而
場
の
狭
障
化
、
外
国
貿
易
依
存
率
の
拡
大
と
友
ツ
て
い
る
n

こ
う
し
た
事
実
は
、

や
は
り
経
済
構
造
変
動
の
質
的
分
析
に
よ
ヮ
て
は
じ
め
て
正
し
く
説
明
さ
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
じ
の
よ
う
な
構
造
分
析
は
、
日
本
資
本
主
義
白
研
究
者
た
ち
に

ょ
っ

τお
己
左
わ
れ

τ
い
た
も
り
で
あ
る
の
大
正
年
代
に
ゐ
け
る
日
本
の
経
済
発
展

は
、
地
主
的
土
地
所
有
の
廃
絶
と
、
労
働
者
階
級
の
地
位
白
一
一
府
の
向
上
に
導
か
ず
、

独
占
資
本
と
地
主
的
土
地
所
有
白
新
し
い
提
携
を
生
み
出
し
た
。
モ
の
よ
う
左
矛
盾

の
深
ま
り
が
、
や
が
亡
昭
和
五
年
以
降
の
経
済
的
危
機
を
生
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

モ
の
点
に
つ
い

τ栗
原
氏
は
次
む
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
し
か
も
独
占
資
本

は
モ
白
地
主
的
土
地
所
有
と
の
提
携
の
方
式
を
清
算
し
て
、
農
民
的
小
商
品
生
産
の

ず
、
逆
に
地
主
的
土
地
所
有
と
白
提
携
を
よ
り
緊
密
に
再
編
成
す
る
と
い
う
び
縫
的
方
策
に
走

b
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
と
ろ
に
、

ζ

順
当
な
発
展
と
労
働
階
級
白
経
済
的
向
上
白
万
向
に
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

の
食
糧
危
機
は
必
然
的
に
米
騒
動
と
し
て
激
発
し
、
日
本
資
本
主
義
白
根
幹
を
ゆ
り
動
か
し
て
、
そ
の
体
制
的
危
機
の
突
破
口
と
た

b

な
け
れ
ば
友
b
左
か
っ
た
の
で
あ
h
o
」
栗
原
氏
の
分
析
に
は
、

大
正
六
年
以
降
に
ゐ
け
る
労
働
賃
金
の
上
昇
に
も
拘
b
す
、
な
治
生

産
性
と
の
聞
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
国
際
的
に
み
る
と
き
、
依
然
と
し
て
低
賃
金
で
あ
っ
た
こ
と
の
論
証
は
な
い
。
そ
れ



は
、
氏
が
直
接
の
対
象
と
さ
れ
た
D
が
、
農
業
危
機
の
分
析
で
あ
っ
た
こ
と
か

b
当
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
氏
は
そ
の
農
業
発
肢
の
分
析

を
通
じ
て
、
日
本
経
済
発
展
の
全
般
に
わ
た
る
矛
盾
の
構
造
に
鋭
く
せ
ま
っ
て
い
た
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
生
産
性
の
上
昇

と
実
質
賃
金
臼
上
男
、
最
民
自
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
、
そ
う
し
た
資
本
主
義
的
発
展
の
芽
は
た
し
か
に
あ
っ
た
ο

だ
が
日
本
資
本
主
義
の
特

殊
の
構
造
は
、
昭
和
二
年
白
金
融
恐
慌
、
と
く
に
昭
和
四
年
以
降
の
大
恐
慌
の
な
か
で
、
独
占
資
本
と
地
所
的
土
地
所
有
の
新
な
る
結

合
、
モ
れ
を
基
礎
に
し
た
帝
国
主
義
的
侵
略
政
策
白
方
向
を
た
ど
ら
し
め
た
。
こ
の
方
向
は
当
然
に
一
度
上
昇
し
た
実
質
賃
金
の
低
下
、

農
民
の
生
活
水
準
の
低
下
主
生
み
出
し
、
昭
和
七
年
以
降
の
ダ
ン
ピ

γ
グ
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
小
島
H
篠
原
論
争

に
よ
っ
て
明

b
か
比
さ
れ
た
よ
う
な
事
実
は
、
不
完
全
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
後
早
〈
栗
原
氏
ら
の
少
数
の
日
本
資
木
主
義
研
究
者
に
よ

っ

τ明
ら
か
托
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
篠
原
H
小
島
論
争
は
、
そ
の
数
量
分
析
を
通
じ
て
、
山
田
盛
太
郎
教
授
以
降

に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
分
析
の
固
定
化
を
、
疋
し
い
軌
請
に
の
せ
る
べ
き
外
か
ら
の
刺
戟
と
た

p
う
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
戦

後
日
本
資
本
主
義
分
析
に
闘
す
る
文
献
は
実
に
多
数
花
上
っ
て
い
る
。
し
か
し
モ
の
多
く
は
、
山
田
教
授
。
労
ー
乍
が
含
ん
で

ρ
た
方
法

的
欠
陥
に
つ
い
て
の
何

b
の
反
省
を
も
行
ル
つ
こ
と
た
く
、
た
だ
そ
れ
を
新
し
い
政
治
情
勢
に
あ
て
は
め
た
も
の
に
す
ぎ
友
か
ヮ
た
。
岩

波
書
宿
発
行
の
「
日
本
資
本
主
義
講
座
L

は
そ
の
代
表
的
在
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
な
か
に
は
少
数
の
例
外
も
あ
っ
た
。
モ
し
て
そ

の
小
数
白
例
外
の
一
つ
が
栗
原
氏
の
労
作
で
あ
っ
た
止
い
え
よ
う
。
栗
原
氏
は
ぞ
の
構
造
分
析
ク
通
じ
て
、
大
疋
年
代
に
お
け
る
日
本

資
本
主
義
の
発
展
と
、
そ
の
発
展
の
内
包
す
る
矛
盾
を
正
し
く
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
た
く
じ
の
「
日
本
貿
易
論
」
は
、
こ
の

栗
原
氏
の
労
作
r
b
け
る
方
法
忙
強
く
影
響
を
う
け
で
い
る
。
し
か
し
当
時
栗
原
氏
キ
わ
た
く
し
の
理
論
は
、
日
本
資
木
主
義
の
研
究

者
た
ち
白
問
で
は
、
主
だ
少
数
意
見
に
す
ぎ
な
か
っ
士
。
だ
か
ら
わ
た
く
し
は
「
日
本
貿
易
諭
」
の
の
ち
に
書
い
た
懲
蒙
書
「
日
本
の

貿
易
」
(
岩
波
新
書
)
に
お
悼
て
は
、
そ
れ
が
啓
蒙
書
で
あ
る
が
故

K
、
あ
え
て
私
見
と
こ
と
た
る
多
数
意
見
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。
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回

四

多
数
意
見
が
必
b
ず
し
も
正
し
く
な
い
と
い
う
己
と
は
、
そ
の
後
時
の
た
つ
に
つ
れ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
構
造
分
析
に
よ
っ

て
も
モ
の
乙
と
は
証
明
せ
ら
れ
た
し
、
こ
と
に
そ
の
後
に
お
け
る
数
量
的
分
析
の
発
展
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
。
近
代
経
済
思
論
に

よ
る
数
量
分
析
の
発
達
は
、
い
ま
従
来
の
構
造
分
析
に
対
し
て
反
省
を
要
求
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
構
造
分
析
が
方
法

論
的
に
誤
り
で
あ
る
己
と
を
い
み
し
は
し
な
い
。
構
造
分
析
は
、
本
来
自
ら
の
う
ち
に
数
量
分
析
を
含
ん
で
い
る
か

b
で
あ
る
。
し
か

し
構
造
分
析
が
誤
っ
て
適
用
せ
ら
れ
る
と
き
、
モ
れ
は
し
ば
し
ば
数
量
分
析
を
忘
れ
、
自
ら
白
理
論
の
固
定
化
を
結
果
す
る
。
戦
後
の

日
本
資
本
主
義
分
析
は
、
多
く
む
こ
う
し
た
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
は
最
近
に
お
け
る
数
量
分
析
の
成
果
を
し
め
し
、

そ
れ
を
構
造
分
析
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
造
分
析
の
一
層
の
様
化
を
う
左
が
し
た
い
と
白
意
図
に
よ
る
一
つ
の
問
題
提
起
で

あ
る
。(8) (7) (6) (5)仏)(3)但:)C叫

小
島
情
「
日
本
貿
晶
と
経
済
発
展
」
(
国
元
脅
犀
)
一
一
二
七
頁
。

同
右
一
四
七
買
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
「
剖
決
す
る
二
つ
の
静
済
学
」
七
二
頁
。

小
島
情
、
前
掲
書
二
ハ
三
頁
。

松
井
市
「
貿
易
論
ノ
l
ト
」
(
京
大
経
済
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
経
済
学
論
集
)
丸
一
頁
一

O
E頁。

篠
原
二
一
代
平
「
所
得
分
配
と
民
金
構
造
」
四
七
民
。

同
右
六
五
耳
。

栗
原
、
前
掲
書
六
五
頁
。


